
契 約 変 更 年 月 日 令和7年1月10日

契 約 業 者 名 パシフィックコンサルタンツ株式会社中国支社

契 約 業 者 の 住 所 広島県広島市中区八丁堀１６番１１号

業 務 の 名 称 境港岸壁構造検討業務

業 務 場 所 広島港湾空港技術調査事務所指定の場所

業 種 区 分 建設コンサルタント等

業 務 概 要 別紙のとおり

履 行 期 間 （ 自 ） 令和6年8月28日

履 行 期 間 （ 至 ） 令和7年2月28日

変更前の契約金額（税込み） ¥16,423,000

変 更 金 額 （ 税 込 み ） ¥3,410,000

変更後の契約金額（税込み） ¥19,833,000

変 更 理 由 別添変更理由書のとおり

（第1回、最終）契約変更の内容

（変更した内容について記述
する）



【別紙】



(別紙) 

 

 

変更理由書 

 

 

１. 業 務 名  境港岸壁構造検討業務 

 

２. 履行期間  令和 ６年 ８月２８日 ～ 令和 ７年 １月３１日 

 

３. 請負金額  当初 １６,４２３,０００ 円  

 

４. 変更理由 

本業務は、境港外港昭和南地区岸壁(-12m)において新たに実施した土質調査の結果を反映し

構造検討を行うものであるが、今般、以下の理由により設計図書を変更する必要が生じた。 

 

１)現地状況を踏まえた検討の追加 

本業務において土質資料解析を行った結果、砂層の下に粘土層が入り込み互層になって

いることが明らかとなったため、２工区及び３工区の土質モデルを見直す必要が生じた。

また、本業務の契約後、事業実施が見込まれる期間において過年度設計で想定していた地

盤改良を行うＳＣＰ船が不足する見込みであることが判明した。 

上記に伴い、既存の検討でＳＣＰによる地盤改良を計画していた施設について地盤改良

方法等を見直し、２工区は当初想定の重力式及び地盤改良を実施しない形式の２ケース、

３工区は２工区の採用断面１ケースについて安定性照査を行う必要が生じた。 

これらの検討に伴い、履行期間を令和7年1月31日から令和7年2月28日まで延伸す

る必要が生じた。 

 


